「親の力」をまなびあう学習プログラム　展開案　短縮バージョン　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成班　　東部会場Ｄ　　
対象（時間）：「親プロ」ファシリテーターステップアップ研修参加者　６名程度　　　　　　　（30分）

【ねらい】子どもの思いに寄り添い，自主性を伸ばすために，親がどう支援したら良いかを考える
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，模造紙，フェルトペン，付箋紙
	時間
	活動の展開
	留　意　点
	備　考

	(１分)

(４分)


	受付時にグループを伝えておく

· 「親の力」をまなびあう学習プログラムの紹介


	· 主旨，ルール等説明する

· 三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，秘密の保守），パス有り

· 写真撮影の了承
	

	
	アイスブレイク

· 「じゃんけんゲーム」

· 「自己紹介」（名前，子どもの年齢，子どもができるようになった事を一つ）
	· グループは最初から決めておく

· グループ内で自己紹介をする。

	

	(１分)
	· テーマを読む。
	
	

	(５分)


	＜話し合いましょう＞

· 親が「ヤメテ！」と言いたくなるような出来事を話し合う。

	· 説明（簡潔に）話し合う流れを大きく説明しておく。
· 1人づつ付箋紙に出来事を一つ書く。
· 書いた内容を紹介し合う。

	・付箋紙

・ペン

	(５分)


	＜考えましょう＞

· 子どもの気持ち，親の気持ちを話し合う。

	· その時の親の気持ち，その時の子どもの気持ちを話す。
· 一人あたりの時間を示しておく。

	

	(８分)

	＜出し合いましょう＞

· 「ヤメテ」と言いたくなる時にどうしたらいいか，工夫やアイデアを出し合う。

	· ＜考えましょう＞＜出し合いましょう＞を一緒に話す。
○　自分の思いと他人の意見を聞く時間を多くもつことで話を深める。
	

	(３分)


	＜振り返りましょう＞

· 出し合ったことを共有する。
· ファシリテーターの話

· 県民の声の紹介
	· 出たアイデアや工夫を紹介してもらう。

	

	(３分)

	· 感想を書く。

	· 自分の中で分かったこと，気が付いた事を話してもらう。（発表）
	

	〈メモ〉

· 短いバージョンが欲しい

· ０～３歳児バージョンも必要だと思う（手伝いに向けてよりも自我の芽生えに対しての対応を考えられるもの）


「親の力」をまなびあう学習プログラム　展開案　短縮バージョン　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成班　　西部会場Ｃ　　

対象（時間）：「親プロ」ファシリテーターステップアップ研修参加者　10名程度　　　　　　　（30分）

【ねらい】子どもの思いに寄り添い，自主性を伸ばすために，親がどう支援すれば良いかを考える。
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，模造紙，フェルトペン，付箋紙
	時間
	活動の展開
	留　意　点
	備　考

	(５分)


	· 「親の力」をまなびあう学習プログラムの紹介


	· 主旨，ルール等を説明する。

· 三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，秘密の保守）ただし言いたくないことは発表しなくてもよい。（パス有り）

· 写真を撮る場合は，予め了解を取る。（肖像権）


	・三つの約束を折りたたみの紙で紹介する

	
	アイスブレイク「４つの選択」

自己紹介（グループごとに）


	· 選択肢の例

・好きな四季（春・夏・秋・冬）

· 「４つの選択」で分かれたグループをもと　

に２班にグループ分けをする。

→ワークシートの配布
	

	(２分)


	①，②を抜いていいけれど，「みなさんこういう経験ありますよね」とふってから…

· テーマを読む（マンガを読ん

で考えましょう


	○こちらの指名によりグループごとに１名選出　

する。


	

	(５分)


	＜考えましょう，出し合いましょ　　う＞①

	設問①の考えをまず各自で付箋紙に書いて貼っ　

ていく。

→わかりにくいので，単純に「『ヤメテ！』と言われた子どもの気持ちを考えてみましょう」で考えた方がいい。


	・付箋紙

・テーマを記入した用紙を準備（赤と青　　

で区別）



	(13分)


	＜考えましょう，出し合いましょ　

う＞②


	設問②の場所に自分の意見を記入してからグループで話し合い，大きな用紙に出た意見をまとめて書いていただく。
	・大きな紙



	(３分)


	· ②で出たものをグループ発表

する。
	
	

	(２分)


	· 参考資料を読む
	
	

	
	· ファシリテーターの話
	
	

	
	· アンケート記入
	
	

	〈メモ〉





教材番号「11」：「○○ちゃんがするっ！！～自我の芽生えと親の思い～」








教材番号「11」：「○○ちゃんがするっ！！～自我の芽生えと親の思い～」








